
大
遊
び
せ
ん
七
十
の
初
御
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藤
田
湘
子 

　
平
成
九
年
の
作
。
十
七
歳
で
俳
句
を
志
し
、
七
十
九
歳
ま
で
活

躍
さ
れ
た
湘
子
先
生
で
あ
っ
た
が
、
全
句
集
を
紐
解
い
て
も
、
ご

自
身
の
年
齢
を
詠
ま
れ
た
句
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
詠
ま
れ
な

か
っ
た
訳
で
は
な
か
ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
句
集
に
残
さ
ず
、
潔
く

切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（
残
し
た
の
は
、
十
句
く
ら
い
） 

　
湘
子
先
生
の
父
は
長
命
で
あ
っ
た
。
後
年
、
平
成
十
五
年
の
句

に
、
「
一
月
十
七
日
父
死
す
。
百
一
歳
な
り
き
。
」
の
前
書
を
付

け
「
餅
腹
や
大
往
生
を
父
に
謝
す
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。 

　
父
が
元
気
で
あ
れ
ば
自
分
も
ま
だ
ま
だ
と
思
う
の
は
当
然
で
、

胃
癌
手
術
か
ら
も
五
年
近
く
で
回
復
。
「
大
遊
び
せ
ん
」
と
鷹
三

十
五
周
年
を
目
標
に
、
第
二
次
鷹
と
呼
ぶ
改
革
や
、
あ
れ
こ
れ
準

備
を
始
め
よ
う
と
決
心
し
た
「
初
御
空
」
の
明
る
さ
だ
ろ
う
。 

１
９
９
７
年
（h9

作
）
第
十
句
集
『
神
楽
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


